
例年、県内外から多くのお
客さまが来園くださるゴール
デンウイーク。期間中の土日
祝日には日替わりで特別イベ
ントを開催。今年は、ゾウ展
示場の中に入ってアフリカゾ
ウ「花子」の普段の生活など
を楽しく学ぶ「ゾウの展示場
へレッツゴー !」や、ホッキョ
クオオカミ「ムーン」の誕生
会などを開催しました。

動物たちが園路を行進す
る「どうぶつパレード」を開
催したほか、パレード終了後
には動物たちとの記念撮影を
楽しみました。「たのしく歩
こう ! 命とふれあうガイドツ
アー」では、カワウソやゾウ
にエサをあげたり、カピバラ
やトナカイを間近で観察しな
がら飼育員が動物の命につい
て解説しました。

ゾウの展示場で花子の生活を体験

ガイドツアーで動物たちを
間近で観察

ムーンの誕生会ではトレーニングの様子も公開

どうぶつパレード

ゴールデンウイーク
特別イベント

春の動物ふれあい
フェスティバル

沼谷市長のほか、ネーミン
グライツ・パートナーの秋
田銀行様にもご出席いただ
き、開園セレモニーを行いま
した。セレモニー後、動物た
ちが来園者をお出迎えしまし
た。

動物たちのお出迎え

開園セレモニー

通常開園スタート 3月20日

4 月 19 日の「飼育の日」
にちなんで、飼育員の仕事を
楽しく学べる特別イベントを
開催しました。バックヤード
ツアーでは、普段は立ち入れ
ない裏側を探検し、「No.1 を
めざせ !! 飼育員選手権」では、
清掃など 3つの作業をゲーム
形式で参加者同士が競いまし
た。最後は作業服を着て記念
写真も。

バックヤードツアー　　

飼育員選手権のデッキブラシ鬼擦り
コース

作業服を着て記念撮影

飼育の日イベント 4月19日

4月25日~5月6日

6月7日

イベントレポート
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今後のイベント（予定）
・11月29日（日）「さよなら感謝祭」
　※11月30日（月）通常開園最終日

・12月の毎週日曜（6日、13日、20日、27日）
　「クリスマス動物園」
・2027年1月9日（土）~2月28日（日）の土日祝日
　「雪の動物園」
※クリスマス動物園と雪の動物園の開園時間は10時~15時
　（入園は14時30分まで）

浜田小学校と栗田支援学校
の 3年生 29名が参加し、「ゾ
ウさん堆肥」を使ったスダッ
クスの栽培・収穫を 5月から
7月にかけて実施しました。
刈り取ったスダックスは、
児童の手でゾウ舎へ運び、ア
フリカゾウの花子にプレゼン
ト。児童たちは、ゾウのフン
から作った堆肥でスダックス
が育ち、それをまたゾウが食
べるという自然の循環を体験
的に学ぶことができました。

7 月 27 日には小学校 3 年
生以下、29 日には 4 年生以
上の計 29 人が参加しまし
た。参加した子どもたちは、
飼育体験やクイズ、体重測定
などを通して飼育員の仕事や
動物の体の特徴について学び
ました。

ライトアップされた園内
で、大人気の「スイカタイム」
やどうぶつ解説など、夏の夜
を感じられるイベントを行い
ました。期間中は天候にも恵
まれ、1万 4千人を超えるお
客さまにご来園いただきまし
た。

参加希望者に画用紙を配
布して、園内または自宅で
作品の制作を行いました。
提出された 230点から、秋田市造形教育研究会による審査
で 31 点が入賞し、上位入賞者には 8月 23 日の表彰式で
賞状と副賞を贈呈しました。市長賞など上位 3賞へ贈呈さ
れたオモリントロフィーは、新屋ガラス工房に制作いただ
きました。

スダックスの収穫作業　　　

アカコンゴウインコ「メレブ」の
体重測定　

迫力満点のライオン

秋田市議会議長賞　
ナーサリー小鳥の木（5 歳） 

加藤　好「かぎがだいすきメレブちゃん」

秋田市長賞　
秋田市立牛島小学校 5 年    

舟木　新「Lion」

秋田市教育長賞　
秋田市立御所野学院中学校 1 年

西舘　澄玲「My summer.」　

スダックスを花子にプレゼント　 トナカイの展示場をきれいに掃除

大人気 ! カピバラのスイカタイム

飼料作物スダックスの
共同栽培

第52回 サマースクール

夜の動物園

第49回 親と子のふれあい
写生大会

5月19日~7月7日 7月27日、29日

8月11日~16日 ※13日を除く

7月1日~7月28日

11


